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21.深谷赤十字病院における硬膜外麻酔 410例の
経験
深谷日赤病院外科柴崎 昆
過去  3年聞に硬膜外麻酔 410例を経験したので報
告する。年令は 5~80 才に及び広い適応がある。こ
の方法は上胸部手術，肩肝部手術等上部手術に応用
出来，且つ長時間の手術K用いる事が出来る。合併
症としては，血圧下降も少し術後の頭痛，排尿困
難等脊麻に比し頻度も少い。全例中薬剤の中毒作
用と思われる痘撃をおこしたもの 3例を経験したが
いずれも直ちに回復し，重篤な合併症をおこしたも
のは 1例もなかった。叉本法は高令者を含めた
Poor-Riskの患者に対しても安全に行う事が出来
た。
以上 410例の経験より本法は麻酔管理も簡単であ
り，より安全で，且つ頚部以下いずれの部分に於い
ても無痛を期待出来ると云う全麻に次いで広い適応
をもった麻酔法であると云う事が出来よう。 
22.硬膜外麻酔の臨床的応用
東京逓信病院外科桑原 稔
硬膜外麻酔の最も特長を発揮しうるのは，何とい
つでも硬膜外腔にポリエチレンカテーテルを留置し
て，そこから必要な時11:，必要な量の局麻剤を注入
できる点である。 ζの方法を利用して，いろいろな
局麻剤をくみあわせ，濃度を加減する乙と Kよって
まず術後の鎮痛法に使用できる。私は現在 6%P. 
V.P溶液に 0.4%のわり iζポントカイン， 0.1%の
わりにぺルカミンを溶かし， これに 
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リンを添加して好結果をえている。
また持続法で無痛分現法を行うことが出来，場合
によってはこれによって却って分続時聞を短縮出来
る。
更に交感神経をブロックする点を利用して血管系
疾患(静脈血栓症，閉塞性動脈炎，特発性脱痘)の 
治療，交感神経節切除術の可否を診断するととも出
来る。
急性醇炎の急激な疹痛を除去するために，持続法
をその他の治療法と併用して効果をあげたものもあ
る。 
23.最近経験した興味ある 2症例
(1)メツケル氏憩室が主因と考えられる絞把
性軸転性イレウスの 1例
(2)はじめ乳腺膿痩と誤られた乳腺細網肉腫
の 1例
日立製作所水戸病院外科 
桜井実，  0雁部敬
(症例 1) 20才，男子。軸転性イレウスの診断に
て，発症後 22時間自民開腹。先天的に，長さ 7cm
のメツケル氏憩室を有し，憩室を含んで回腸末端ま
でに 1m及ぶ壊死を認めた。その原因は憩室の中央
附近から発し，後腹壁方向 K向う索条が，小腸間膜
を絞拓して，乙の絞拒部が支点、となって， 2400の軸
転を起した為と考えられた。壊死腸管を切除して，
全治した。メツケル氏憩室と索条との関係を検討し
たが， ζの症例では索条の由来は明らかに為し得な
かった。 
(症例 2) 27才，未婚の女子。以前右乳房の小腫
癌の摘出を受け，その癒痕部氏腫脹・発赤・激痛を
発し，化膿性乳腺炎の診断にて切開し，多量の排膿
をみた。 9日日頃から，切開創11:，肉芽様組織の急
速かつ異常な増殖が起って皮膚面から膨隆し， 20日
自には手拳倍大以上の出血性，弾性硬の巨大な腫癌
に発達した。組織学的には，比較的稀な，乳腺の細
網肉腫であった。全摘除・服宮廓清を施行し，更に
抗腫揚物質の投与を続け，術後 2ヵ月の現在，再発
の徴は認めない。
24.気管内異物の 1例
岩瀬町国保病院 
0三宅和夫，宇佐美勉
術前X線検査にては異物の確認の出来なかった満 
1年 7カ月の幼児の気管内異物(夏ミカンの種子〉
応対して，開胸，気管支切聞による摘出手術により
全治せしめた I例を報告し，あわせて文献的考察を
行った。 
25.交通頭部外傷 990例とその手術の反省
路名外科姥名寿家夫
最近 6カ年聞に取扱った新鮮交通頭部外傷は 990
例で，年々増加の一途をたどっている。手術例は 21
例であって急性硬膜外血腫は 3例共救命。 1例は死
亡している。之は剖検によって急性硬膜下血腫を合
併していた。急性硬膜下血腫は 4例死亡している
が，之は同時児童篤な脳挫傷を伴ったためである。
もとより頭部外傷の大部分は保存的療法で治癒する
ものであるから徒らな手術の乱用は慎むべきではあ
るが，一方叉保存的療法にのみ終始して慢然と死を 
待つような事は外科医として反省せねばならない。
急性硬膜外血腫は手術せねば必ず死亡するものであ
